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合成鋼管
高水圧・大深度・急曲線対応推進管

合成鋼管は、現場条件が大深度化・急曲線化・長距離化していく中で、これらの条件下でも耐えうる管
路として活用しています。膨張性コンクリートの膨張力を鋼管で拘束することにより、管剛性を有する製
品です

特長

❶ 高い水密性
　継手部は高い水密性を有しており、0.6MPa又は1.2MPa
の選択が可能です

❷ 大深度施工に対応
　コンクリートライニング層に、大きなプレストレスを導入して
いるので、外圧に対するひび割れ耐荷力が大きく、大深度施
工が可能です。

❸ 雨水貯留管として採用
　本体強度及び継手の止水性能を高めるため、雨水貯留管と
して使用できます。また、高い内圧強度を有しているため、
内圧管として使用が可能です。

❹ 大きな流入開口が可能
　管本体は加工しやすく、また高耐荷力を有するため、大き
な流入開口が可能です。

❺ 従来の推進管（JSWAS Ａ－２）に接続が可能
　さまざまな継手形状を製作できるため、従来の推進管を含
めた多種多様な管と接続が可能です。

❺ （公社）日本下水道協会のⅡ類認定資器材
　認定適用資器材名：下水道用外殻鋼管付きコンクリート管
　認定資器材名：推進工法用合成鋼管

（公社）日本下水道協会 Ⅱ類認定資器材

標準規格

（単位：mm）

呼び径 内　径
D D1 Dc πD1

管　厚
T

参考鋼管厚
Ts

有効長
L

カラー長
Lc ℓ1

参考質量（Kg）
2.43m 1m当り

800 800 917 951 2881 80

4.5

2430
1200

800
600
480
400

185
150
130

190
155
135

1580 650
900 900 1037 1071 3258 90 1970 811

1000 1000 1157 1191 3635 100 2410 992
1100 1100 1267 1301 3980 105 2750 1132
1200 1200 1387 1421 4357 115 3260 1342
1350 1350 1554 1588 4882 125

6.0

4060 1671
1500 1500 1734 1768 5448 140 5000 2058
1650 1650 1904 1938 5982 150 5830 2399
1800 1800 2074 2108 6516 160 6740 2774
2000 2000 2304 2338 7238 175 8120 3342
2200 2200 2534 2568 7961 190 9630 3963
2400 2400 2758 2792 8665 205

9.0

11640 4790
2600 2600 2988 3022 9387 220 13430 5527
2800 2800 3218 3252 10110 235 15350 6317
3000 3000 3448 3482 10832 250 17400 7160

※1 上記標準寸法以外はお問い合わせください。
※2 参考質量は、カラー長185mmにて算出しています。

● 形状図
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● 規格 用途 内圧強さ
MPa 外圧強さ 圧縮強度

N/mm2
継手性能

MPa

外圧管 ─ 3種
4種

50
70 0.6

内圧管
0.6 3種

4種
50
70 0.6

1.2 3種
4種

50
70 1.2

合成鋼管
高水圧・大深度・急曲線対応推進管

● 組合わせ施工例（呼び径φ2000管）
　ヒューム管との組み合わせにより、経済的な設計が可能です。

● 主な施工実績
施工年度 内径×長さ（m） 用途 施工延長（m） 土被り（m） 備考 工事場所

平成15年 φ3,000×0.800 貯留管 330.0 40.0 曲線半径 R＝50m 神奈川県内
平成15年 φ1,650×3.870 下水道 363.0 7.8 内水圧 1.3MPa 福岡県内

平成17年 φ2,000×2.430 下水道 20.0 65.0 外水圧 0.59MPa
内水圧 0.64MPa 神奈川県内

平成17年 φ2,400×0.480 下水道 93.0 8.4 内水圧 0.8MPa
曲線半径 R＝25.0m 福岡県内

平成20年 φ2,000×0.480 下水道 165.6 8.0 曲線半径 R＝25.0m 神奈川県内
平成21年 φ1,500×2,430 雨水 780.0 13.1 内水圧 1.4MPa 千葉県内
平成22年 φ1,200×0.400 地中送電線 131.6 8.1 曲線半径 R＝11.5m 千葉県内

※平成23年3月現在

呼び径
ひび割れ荷重 破壊荷重

3種 4種 3種 4種
 800 106 141 173 231
 900 114 153 194 259

1000 123 164 214 286
1100 128 170 235 314
1200 132 176 258 345
1350 141 188 294 392
1500 150 200 330 440
1650 159 212 366 488
1800 167 223 402 536

（単位：kN/m）

呼び径
ひび割れ荷重 破壊荷重

3種 4種 3種 4種
2000 176 235 426 568
2200 185 247 447 596
2400 194 259 465 620
2600 203 270 489 652
2800 212 282 510 680
3000 220 294 531 708

※ひび割れ荷重とは、管に幅0.05mmのひび割れを生じたときの試験機
が示す荷重を有効長（L）で除した値をいい、破壊荷重とは、試験機が
示す最大荷重を有効長（L）で除した値をいいます。

外圧強さ

θ＝2×sin-1（ S1

2×Dc ）　R＝
Dc

2
＋

L・Dc

S1

呼び径 管　厚
T（mm）

外直径
DC（mm）

許容抜出量
S1（mm）

許容曲げ角度
θ（°）

曲線半径R（m）
有効長

1,200mm
（1/2管）

有効長
800mm

（1/3管）

有効長
600mm

（1/4管）

有効長
480mm

（1/5管）

有効長
400mm

（1/6管）
 800  80  960 60 3°35’ 20 14 11  9 7
 900  90 1080 60 3°11’ 23 15 12 10 8

1000 100 1200 60 2°52’ 25 17 13 11 9
1100 105 1310 60 2°38’ 27 19 14 12 10
1200 115 1430 60 2°24’ 30 20 16 13 11
1350 125 1600 60 2°09’ 33 23 17 14 12
1500 140 1780 60 1°56’ 37 25 19 16 13
1650 150 1950 60 1°46’ 40 27 21 17 14
1800 160 2120 60 1°38’ 44 30 23 19 16
2000 175 2350 60 1°28’ 49 33 25 20 17
2200 190 2580 60 1°20’ 53 36 28 22 19
2400 205 2810 60 1°14’ 58 39 30 24 21
2600 220 3040 60 1°08’ 63 43 32 26 22
2800 235 3270 60 1°03’ 68 46 35 28 24
3000 250 3500 60    59’ 72 49 37 30 26

※許容曲げ角度θ（°）および曲線半径R（m）は以下の式によります。
　ここで、S1：許容抜出量（m）　　Dc：外径（m）　　L：有効長（m）とします。

曲線半径表

● 水密試験
　 （社内試験）

呼び径 試験水圧 試験結果
800mm 2.0MPa 漏水無（3分間保持）

呼び径 試験水圧 試験結果
2400mm 1.0MPa 漏水無（3分間保持）

実験


